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平成32年4月開校

徳島県立城ノ内中学校・高等学校が本県初の中等教育学校に移行します

移行の概要

●開校年度…平成32年度

●校名…城ノ内中等教育学校（仮称）

※「中等教育学校」では、中高を一つの学校として、全ての生徒に6年間の一貫教育を行います。

●学級数…4学級（予定）

●移行計画

❶平成30年度中学入学生から中等教育学校への移行を前提として募集します。

❷平成30・31年度に城ノ内中学校に入学した生徒は、平成32年度に中等教育学校へ転学し、中等教育学校の生徒として卒業します。 ※なお、募集定員・入学者選抜については、「平成30年度徳島県立中学校生徒募集選抜要項」で公表します。

6年一貫教育ならではの充実した体験活動を実施します!

自然体験活動

海外語学研修

琴体験講座

教育方針

高い志をもって社会の平和と発展に貢献できる人材の育成 ～豊かな人間性、国際性、創造性を育む中高一貫教育～

教育の特色

●6年間を見通した先取り学習・習熟度別授業の実施など、学業に専念できる教育環境を実現します。

●ハイレベルな語学力や国際教養など、グローバル社会に求められる資質・能力を養う教育を推進します。

●「芸術・文化・スポーツ」など、多様な個性や能力を伸ばす特別活動を実施します。

教育課程の概要

6年一貫教育のメリットを最大限に生かした教育課程を編成します。

前期課程

1学年　2学年　基礎期　週33時間　前期課程3年分の学習（英・数・国・理・社）

3学年　充実期　週33時間　後期課程の先取り学習（英・数・国・理・社）

後期課程

4学年　充実期　週35時間

5学年　6学年　発展期　週35時間

単位制を生かした習熟度別授業の実施

6年1学期には高校の学習内容をほぼ終了します。

●語学学習：前期課程において公立中学校の1.5倍以上の英語の授業時間を確保

●進路学習：6年間一貫して将来の進路を考えるキャリア教育科目「未来設計」の設定

●特別活動：リーダーシップや協調性を育成する異年齢集団による学校行事

活動例

●前期課程生中心に海外語学研修を実施…海外留学を促進!

●前期課程生の大学オープンキャンパスへの参加…目的意識を醸成!

●前期・後期の両課程で「課題研究」の実施…問題解決能力を育成!

めざす進路

「難関大学」、「スーパーグローバル大学」への進学

平成30年4月開設

徳島県立城北高等学校に「理数科学科」を新設します

～科学技術分野において、とくしまの産業活性化を担う人財の育成～

めざす生徒像

『科学に対して強い興味や関心を持ち、将来、徳島や日本の発展に貢献するチャレンジ精神の豊富な人間力の高い生徒』

教育の特色（県内唯一!）

●理科の全分野（物理・化学・生物・地学）を履修

●大学、企業等との連携による「課題研究」の実施

●ドイツ姉妹校との理系分野における協働学習

めざす進路

情報、理、工、農、医療、環境など幅広い理系学部への進学

充実した数学・理科教育!

課題研究&キャリア教育!

全教科のアクティブラーニング!

体験を通して、分かりやすく理数科目を学び、知的好奇心を高めます!

授業の実験風景

大学と連携した探究活動

徳島県SSH合同発表会

設置後は、「ICT」や「防災」、「環境」等の多様な課題研究の実施や、大学・企業で活躍する若手研究者との交流など、科学技術分野の知識や技術を大きく伸ばす教育に取り組みます。

板東の記憶を世界の記憶へ!

ドイツ・ニーダーザクセン州と「板東俘虜収容所関係資料」のユネスコ「世界の記憶」共同申請に合意

　ユネスコ「世界の記憶」（Memory of the World）とは、世界の重要な記録遺産の保護と振興を目的に、1992（平成4）年から開始された事業です。登録対象は手書き原稿、写真、ポスター等で、平成29年6月1日現在、348件、我が国は5件が登録されています。

　県教育委員会と鳴門市は共同で、第一次世界大戦期に約1,000名のドイツ人捕虜を収容した板東俘虜収容所の資料について、「世界の記憶」登録を目指しています。また、県と友好提携関係にあるニーダーザクセン州、鳴門市の姉妹都市であるリューネブルク市に共同申請を申し入れていました。

　平成29年4月には、県公式訪問団がドイツを訪れ、県、ニーダーザクセン州、鳴門市、リューネブルク市で共同申請することで合意しました。また、ニーダーザクセン州公式訪問団が5月に来県した際、共同申請を正式に発表しました。

　「世界の記憶」の登録は2年毎で、次回は平成30年受付と見込まれます。県教育委員会では、鳴門市、ニーダーザクセン州、リューネブルク市と協力し、申請書作成を進めていきます。

　また、登録の機運を盛り上げるため、中学生、高校生、特別支援学校中・高等部の生徒さんから、登録推進ポスターの原画を募集しますので、積極的な御応募をお願いします。

楽団と子どもたち

第九初演プログラム

ドイツ兵の慰霊碑

リューネブルク博物館で挨拶する飯泉知事

共同申請4者協定

お問い合わせ先　徳島県教育委員会教育文化課

電話　088-621-3161
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全国モデルとなる消費者教育を推進します

　私たち一人ひとりが自立した消費者として、安心して安全で豊かな消費生活を営むことができるよう、徳島県教育委員会ではさまざまな消費者教育の取組をおこなっています。

発達段階に応じた自立した消費者の育成

TOKUSHIMA 消費者教育活性化事業

地域とのつながりを意識した消費者教育の実践

幼・小・中・高から5校を研究実践校として指定

地域の郷土料理「はんごろし」の実習体験の様子

消費者被害防止啓発ポスターの募集

平成28年度 最優秀賞　三浦  有友菜さん（名西高等学校）

弁護士等専門家による「講演・出前授業」

高校生（若年者）向け教材「社会への扉」の活用

県内の公立高等学校及び特別支援学校高等部の１年生を中心に、公民科「現代社会」や家庭科「家庭基礎」等で学習する予定です。

New

持続可能な社会の実現に向けた消費者力の育成

「GO! GO! エシカル」わくわく徳島プロジェクト

　「エシカル消費」の普及・啓発をめざします。

※エシカル消費の例として、障がい者支援につながる商品等の消費、フェアトレード商品や寄付付きの商品等の消費、エコ商品、リサイクル製品、資源保護等に関する認証がある商品等の消費、地産地消、被災地産品の消費などがあげられます。

「エシカル消費」リーディングスクール事業実施校2校

　「エシカル消費」の取組で県内の高校をリードします。

●城西高等学校…本藍染め商品の開発、伝統野菜を使った調理法の研究など

●吉野川高等学校…有機栽培作物を使った安全安心な商品の開発など

城西高等学校

吉野川高等学校

高校における「エシカルクラブ」推進事業実施校12校

　学校の特色を生かした活動を行います。

●城南高等学校

●城北高等学校

●徳島商業高等学校

●小松島西高等学校

●富岡東高等学校

●阿南工業高等学校

●那賀高等学校

●板野高等学校

●川島高等学校

●つるぎ高等学校

●池田高等学校

●池田高等学校三好校

※今後3年間ですべての公立高校が取り組みます。

「Tokushima英語村プロジェクト・ステップアップ事業」

～世界に羽ばたくグローカル人財の育成をめざして～

ALTとともに徳島を学ぶデイキャンプ　小学生

　5・6年生30名が外国語指導助手（ALT）10名とともに英語によるコミュニケーションの楽しさを実感しながら、徳島の歴史、文化等を体験するデイキャンプを実施（県内3コース）

●県央部コース…7月25日（火）

●県南部コース…8月2日（水）

●県西部コース…8月8日（火）

イングリッシュキャンプ　中学生

　留学生、外国人の先生と1泊2日の「英語漬け」の体験学習を実施（県内3地域）

●第1回 in 上勝…  7月29日（土）～30日（日）

●第3回 in 牟岐…11月11日（土）～12日（日）

●第2回 in 美馬…10月21日（土）～22日（日）

※第2回、第3回は、9月上旬に参加者（各20名）を募集!

県央部

県西部

県南部

徳島サマースクール　高校生

テーマ　「世界に飛び込む夏 今、徳島で」

●参加高校生：50名（県内30、県外20）

●参加大学生：ハーバード大学など海外大学生14名・バイリンガル国内大学生14名・運営大学生18名

●期間：6泊7日（8月16日（水）～22日（火））

●場所：牟岐町

主なプログラム

海外大学生による少人数セミナー

第一線で活躍する社会人との対話型フォーラム

地域の特色を活かした体験型ワークショップ

身近なロールモデルとのフリーインタラクション

「ジュニア観光ガイド」養成講座　高校生

　2020年の東京オリンピック・パラリンピックを見据え、来県する外国人観光客や世界に向けて、郷土徳島の魅力を英語で発信できる人材を高校生段階から育成（県内公立高校生20名  年間8回実施）

認定証

徳島県の魅力に関するテーマ別研修

県内各観光地での実習

クルーズ船外国人観光客に対する実習

県外観光地への視察学習

県内各観光地での実習

高校生「ジュニア観光ガイド」に認定

イングリッシュキャンプ第2回、第3回を除き、本年度の募集は終了しています
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平成29年度スーパーオンリーワンハイスクール事業及び「NIPPON」探究スクール事業に取り組んでいます

スーパーオンリーワンハイスクール事業とは…

　先進的な体験活動や研究活動を通じて、特色ある教育活動のレベルアップとグローバル人材育成に取り組み、全国そして世界を目指した徳島ならではの学校独自の研究や活動を実践する事業（実施校6校）。

●グローバル実施校2校（活動1年目1校、活動2年目1校）

　全国や世界展開を目標に、2年間の継続した活動に取り組みます。

●スタンダード実施校2校

　全国展開を目標に、1年間の活動に取り組みます。

●チャレンジ実施校2校

　全国展開を目標に、小規模の事業に取り組み、次年度、「スタンダード」もしくは「グローバル」への応募を目指して、1年間活動します。

予告

生徒活動発表会　平成30年2月3日（土） 徳島県立二十一世紀館

　実施校は、その活動成果を発表する予定です。

　当日はどなたでも入場できますので、多くの方の御参加をお待ちしています。

平成28年度の様子

「NIPPON」探究スクール事業とは…

　明治から昭和における歴史を紐解き、それぞれの時代における世界の中の「NIPPON」、日本の中の徳島の政治、経済、外交について、2年間の活動・研究を通して探究する事業（1年に1校認定）。

本審査会　5月25日（木） 県職員会館

　本審査対象校は、その実施計画についておよそ10分間のプレゼンテーション発表を行い、その後7名の本審査委員からの質疑に答えました。また、この時、本審査委員からは、各専門分野に基づいた指導助言をいただくことができました。なお、審査を県庁各課に公開とし、多くの方に高校生の発表を御覧いただくことができました。

認定証授与式　6月8日（木） 県庁特別大会議室

　本審査会で実施校に認定された各校への認定証授与式が、飯泉知事出席のもとに開催されました。

　ここでは、各校が本審査会で発表した概要について、5分間のプレゼンテーション発表を行いました。最後に、実施校を代表して、阿南工業高等学校機械科3年泰地珠吏さんが決意表明をしました。

実施校と活動テーマ

スーパーオンリーワンハイスクール事業

「グローバル」実施校

●那賀高等学校（活動1年目）

　『那賀高校発  FOREST JAPANプロジェクト』～東京五輪から学ぶ、未来に向けて那賀五輪宣言～

●つるぎ高等学校（活動2年目）

　Mimakara世界へ駆け出す地方創生プロジェクト～農工商連携!うだつの上がるビジネスモデルの実践～

「スタンダード」実施校

●阿南工業高等学校

　「あこうバンブーミクス」～快適トイレプロジェクト～

●池田高等学校三好校

　周年栽培を目指した低標高夏秋イチゴの栽培研究

「チャレンジ」実施校

●城北高等学校

　城北×「VS東京」

●小松島西高等学校

　阿波藍の「生葉染め」服飾作品を全国に発信

「NIPPON」探究スクール事業

平成29年度認定校（活動1年目）

●小松島高等学校

　藍商港～今伝えたい小松島の魅力～

平成28年度認定校（活動2年目）

●那賀高等学校

　農村舞台での人形浄瑠璃公演活動から阿波の政治･経済を探究する

地方と都市を結ぶ「デュアルスクール」

　デュアルスクールとは、地方と都市の2つの学校の行き来を容易にし、双方で教育を受けることにより、それぞれの良さを実感し、多様な価値観を身につけることができる「新しい学校のかたち」のことです。

●サテライトオフィス勤務のような新しい働き方に対応できます。

●子どものいる家庭でも「二地域居住」の可能性が広がります。

●地方と都市の交流人口が拡大し、地方への移住が促進されます。

地方と都市の二つの学校を一つの学校として教育を展開

地方のよさ

都市のよさ

地方と都市双方の視点を持った多面的な考え方のできる人を育てる

海陽町立宍喰小学校でモデル試行を実施しました!

●対象児童…東京都在住の小学校1年生男子

●期間…平成29年5月8日（月）から5月19日（金）まで

新しい環境で新しい仲間たちとの学びの時間

都会にはない豊かな自然の中で日々発見の連続

デュアルスクール派遣講師が生活・学習を支援

地方の良さを再認識するふるさと学習

都市部の児童との交流による地元小学校の活性化

新たな人間関係の結び方を互いに体験

地方への新しい人の流れをつくり、教育による地方創生の実現をめざします

～応援します!あなたの子育て・家庭教育‼～

とくしま親なびげーたー活動中です!

学校（園）全体でのPTAの研修に!

親同士の新たなつながりのために!

学年・学級懇談会の新たな形として!

地域での家庭教育の充実のために!

　県教育委員会では、家庭教育力向上のために、PTA研修や学級懇談会、入学説明会などで、保護者同士が学び合い、つながり合うための「ワークショップ」で使用する教材｢とくしま親なびプログラム集」を作成しました。そのプログラム集を活用して、保護者同士が「自分の子育ての悩み」や「子どもとの接し方」などを話し合い、互いの良さに触れ合いながら学びを進めていく「ワークショップ」を楽しく、円滑に進めていく「ファシリテーター」を養成し、第1期生として32名を「とくしま親なびげーたー」として委嘱いたしました。

　「とくしま親なびげーたー」さんと共に新しい家庭教育研修を体験してみませんか。

お問い合わせ先　徳島県教育委員会生涯学習課 学校・家庭・地域連携担当

電話　088-621-3148

P4

平成29年度 元気なあわっ子!応援事業

♪子どもも大人も楽しく健康づくり♪

元気なあわっ子道場 参加者募集!

　楽しく体を動かしたり、季節の食材を活用して食事を作ったり、自然のなかでの体験等を通して、子どもも大人も一緒に健康づくりをしませんか?徳島県教育委員会では、家庭での健康づくりを応援するため、生活習慣の改善に生かせる『元気なあわっ子道場』を開催します。ぜひ御家族で参加してください。

申込QRコードはこちら➡

対象者　小学校4～6年生の児童とその保護者

日程・主な内容

●県南1泊2日道場

　9月9日（土）～10日（日）

徳島県立牟岐少年自然の家（海部郡牟岐町）

♪親子わくわく探検隊!ネイチャーゲーム ♪野菜いっぱい食べ隊!親子野外クッキング ♪大島めぐり(海中ウォッチング）等

◆申込期限：7月31日（月）

●県央1日道場

10月14日（土）

ふれあい健康館（徳島市）

♪野菜いっぱい食べ隊!親子クッキング ♪親子いきいき運動し隊!親子で運動

◆申込期限：8月31日（木）

●県西1日道場

10月21日（土）

アエルワ（阿波市）

♪野菜いっぱい食べ隊!親子クッキング ♪親子ゆる～っと遊び隊!おもしろ運動遊び

◆申込期限：8月31日（木）

申込方法　詳しくは徳島県教育委員会体育学校安全課ホームページを御覧ください。

お問い合わせ先　徳島県教育委員会体育学校安全課

電話　088-621-3171

「徳島県読書活動の推進に関する条例」ができました

平成29年4月1日施行

　徳島県では子どもから大人まで、全ての県民が読書活動に取り組む環境づくりを積極的に推進し、文化的で豊かな県民生活の実現を目指し、この条例を制定しました。

　県教育委員会では、読書活動推進のために新たな事業に取り組みます。

New　つながる読書推進事業

●高校生のための「読み聞かせ講習会」の実施

●中・高・大学生による「ビブリオバトル」の開催

●「とくしま子どものためのブックリスト100プラス」掲載本のコメントPOPの募集

New　図書館100周年「知の拠点」事業

●「百年の夢寄贈文庫」の募集

●「こども読書手帳」の発行

●「100年たっても読みたい本」の選定

平成28年度 読書推進アクション　コメント・POP知事賞受賞作品

平成28年度 読書推進アクション表彰式

平成27年度 ビブリオバトルプレ講座

4/23～5/12、10/27～11/9は徳島県読書活動推進期間になっています! 子どもから大人まで、みんなで読書を楽しみましょう! ステキな本と出会ってくださいネ!

高等学校等就学支援金制度に関するお知らせ

7月以降の就学支援金の支給を受けるためには、在学する高等学校等に次の手続が必要です。

平成26年4月以降に入学された方で、

（1）平成29年6月までの受給資格が認定された方は、7月中に収入状況の届出（継続認定用の手続）が必ず必要です。

（2）受給資格が不認定だった、又は申請しなかったが新たに受給要件を満たす方は、7月からの就学支援金の受給資格の認定を受けるためには、在学する高等学校等に申請してください。

　申請時期や必要書類等、詳しくは在学する高等学校等にお尋ねになるか、学校教育課のホームページを御覧ください。

主な支給の条件

●親権者等の「市町村民税所得割額」を合算して、30万4,200円未満であること。

●親権者等の課税証明書等が必要です。

お問い合わせ先　徳島県教育委員会学校教育課 就学支援担当

電話　088-621-3144

徳島県奨学のための給付金事業に関するお知らせ

　全ての意志ある生徒が安心して教育を受けられるよう、授業料以外の教育費負担を軽減するため、高校生等がいる下の支給要件を満たす世帯を対象に支援を行う制度です。

１支給要件

①平成29年7月1日現在、保護者等が徳島県内に住所を有していること。 ②就学支援金支給対象である高等学校等に在学していること。

③保護者等の市町村民税所得割額が非課税の世帯又は生活保護（生業扶助）受給世帯であること。ただし、特別支援学校の高等部の生徒は、支給の対象になりません。

２手続き

　要件に該当し受給を希望される方は、「受給申請書」「住民票」及び「課税証明書」等の支給決定に必要な書類を高等学校等に提出してください。

詳細については、別途募集の案内を配付します。

支給決定の時期　12月以降の予定です。

お問い合わせ先　徳島県教育委員会学校教育課 就学支援担当

電話　088-621-3132

夏休み・文化の森学習応援事業について

  文化の森では県民の皆様からの要望にお応えし、子どもたちの学力向上と文化の森総合公園内の教育施設の有効活用の観点から、夏休み期間中（但し休館日を除く）の毎日9：30から17：00まで、貸館施設を日替わりで学習室として開放します。該当施設については、21世紀館（TEL 088-668-1111）までお問い合わせください。

平成29年度「いのち輝く メッセージ」～届けよう!「いのち」の大切さ、広めよう!生きることのすばらしさ～

作品募集

作品募集期間：平成29年7月3日［月］～9月4日［月］まで

詳しくは

●募集リーフレット（応募用紙兼用）を御覧ください。

●募集リーフレットは県庁１階県庁ふれあいセンター、東部県税局各庁舎、南部・西部総合県民局各庁舎、市町村教育委員会等にあります。

応募先とお問い合わせ先　徳島県教育委員会人権教育課（県庁9階）〒770-8570 徳島市万代町1丁目1番地

担当電話番号　088-621-3157

　徳島県教育委員会では昨年度の募集事業「いのち輝く メッセージ」優秀作品をはじめ各種人権教育・啓発パネルの貸出しを行っています。市町村で開催される人権フェスティバルや学校行事等での展示及び学習資料として御活用ください。パネルの貸出しを希望される方は、徳島県教育委員会人権教育課までお申し込みください。

節水に御協力ください

水の使い方の見直し

●歯を磨いているときは、蛇口を止めましょう

●風呂の残り湯を掃除、洗濯、まき水に活用しましょう

●節水の便利アイテム「節水こま」を使ってみましょう

節水こま

ハンドル

スピンドル

弁座

※「節水こま」：水道の蛇口につけるだけで流れる水量を調節できます。

→http://www.pref.tokushima.jp/docs/2017032700219/

公益通報制度

※通報者の秘密を含め、個人情報は保護されます。

教職員の不正行為等を通報する場合は、次の方法で御連絡ください。

封書　〒770-8570 徳島市万代町1丁目1番地「徳島県教育委員会コンプライアンス推進室（公益通報）」宛

メール　compliancesuishinshitsu@pref.tokushima.jp（徳島県教育委員会ホームページからも通報できます。）

※市町村立小・中・高等学校の教職員については、各市町村教育委員会まで御連絡ください。

体罰相談窓口

※相談者や児童・生徒のプライバシーに配慮します。

教職員からの体罰でお悩みの方は、次の電話番号に御相談ください。

電話　088-621-3130（平日午前9時〜午後6時まで）

※対象は、県内公立学校の教職員からの体罰です。徳島県教育委員会教職員課の職員が対応します。

学校の取組を紹介しています!

→http://kyouikushinkoukeikaku2.tokushima-ec.ed.jp/

「とくしまの教育振興施策」のホームページを御覧ください!「徳島教育大綱」もわかります。

60を超える取組を紹介しています。まずはアクセスしてみよう!

QRコードはこちら➡
